
(57)【要約】

【課題】互いに変位する２物体間の隙間を変位の全範囲

にわたって正確に測定するセンサシステムを提供するこ

と。

【解決手段】感知されたパラメータを表す出力信号を供

給するように動作可能なセンサ（１２）を備えるセンサ

システム（１０）が提供される。センサシステム（１０

）は、また、センサ（１２）に結合された制御システム

（２０）を備え、この制御システム（２０）は、感知さ

れたパラメータを表す出力信号に基づいてセンサ（１２

）の物理特性を変えるように動作可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 供 給 す る よ う に 動 作 可 能 な セ ン サ （ １ ２ ） と 、
　 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） に 結 合 さ れ た 制 御 シ ス テ ム （ ２ ０ ） と 、 を 備 え る セ ン サ シ ス テ ム （
１ ０ ） で あ っ て 、 前 記 制 御 シ ス テ ム （ ２ ０ ） が 、 前 記 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 前 記 出
力 信 号 に 基 づ い て 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） の 物 理 特 性 を 変 え る よ う に 動 作 可 能 で あ る セ ン サ シ
ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 セ ン サ （ １ ２ ） が 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 導 電 要 素 の 少 な く と も １ つ （ ３ ０ ） が 、 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） を 雑 音 お よ び 干 渉
か ら 遮 蔽 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） の 各 々 を 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） の 出 力 に 選 択 的 に 結 合 す る よ う
に 動 作 可 能 な 複 数 の ス イ ッ チ （ ２ ２ ） を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 供 給 す る よ う に 動 作 可 能 な セ ン サ （ １ ２ ） で あ っ
て 、 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） と 、 前 記 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） の 各 々 を 前 記 セ ン サ （ １ ２
） の 出 力 に 選 択 的 に 結 合 す る よ う に 動 作 可 能 な 複 数 の ス イ ッ チ （ ２ ２ ） と を 備 え る セ ン サ
（ １ ２ ） 、 お よ び 、
　 前 記 複 数 の ス イ ッ チ （ ２ ２ ） の 各 々 を 制 御 し て 、 前 記 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） の 各 々 を
前 記 セ ン サ （ １ ２ ） の 出 力 に 選 択 的 に 結 合 す る よ う に 動 作 可 能 な 制 御 シ ス テ ム （ ２ ０ ） 、
を 備 え る セ ン サ シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
セ ン サ （ １ ２ ） の 感 知 要 素 （ １ ４ ） と 外 部 物 体 （ ３ ６ ） の 間 の 距 離 を 表 す 出 力 信 号 を 供 給
す る よ う に 動 作 可 能 な 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） を 備 え る セ ン サ シ ス テ ム （ １ ０ ） で あ っ て 、 前
記 感 知 要 素 （ １ ４ ） と 前 記 外 部 物 体 （ ３ ６ ） の 間 の 距 離 を 表 す 出 力 信 号 に 基 づ い て 前 記 感
知 要 素 （ １ ４ ） の 面 積 を 自 動 的 に 変 え る よ う に 動 作 可 能 な セ ン サ シ ス テ ム （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
多 レ ン ジ セ ン サ （ １ ２ ） で あ っ て 、
　 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る よ う に 動 作 可 能 な 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） と 、
　 前 記 複 数 の 導 電 要 素 （ １ ４ ） の 各 々 を 前 記 セ ン サ （ １ ２ ） の 出 力 に 選 択 的 に 結 合 す る よ
う に 動 作 可 能 な 複 数 の ス イ ッ チ （ ２ ２ ） と 、 を 備 え る 多 レ ン ジ セ ン サ （ １ ２ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 セ ン サ に よ っ て 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 受 け 取 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 に 基 づ い て 、 前 記 セ ン サ の 物 理 特 性 を 制 御 す
る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 セ ン サ に よ っ て 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 受 け 取 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 前 記 出 力 信 号 に 基 づ い て 、 複 数 の 導 電 要 素 を 前 記 セ ン
サ の 出 力 に 選 択 的 に 結 合 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 セ ン サ の 複 数 の 構 成 に よ っ て 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 複 数 の 出 力 信 号 を 受 け 取 る ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 前 記 複 数 の 出 力 信 号 を 解 析 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ の 所 望 の 範 囲 を 測 定 す る た め に 前 記 セ ン サ の 所 望 の 構 成 を 選
択 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に セ ン サ シ ス テ ム に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 セ ン サ の 出 力 に 応 じ て セ ン
サ の 物 理 特 性 を 調 整 す る よ う に 動 作 可 能 な セ ン サ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ 物 体 間 の 距 離 を 測 定 す る た め に 、 セ ン サ の 様 々 な 型 が 使 用 さ れ て い る 。 そ の 上 、 こ れ
ら の セ ン サ は 、 様 々 な 用 途 で 使 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 タ ー ビ ン は 、 シ ュ ラ ウ ド に 隣 接 し
て 配 置 さ れ た タ ー ビ ン 羽 根 を 有 す る 。 タ ー ビ ン 羽 根 と シ ュ ラ ウ ド の 間 の 隙 間 は 、 タ ー ビ ン
羽 根 の 温 度 に 依 存 し て 変 化 す る 。 例 え ば 、 シ ュ ラ ウ ド と タ ー ビ ン 羽 根 の 間 の 隙 間 は タ ー ビ
ン が 冷 た い と き 最 も 大 き く 、 タ ー ビ ン が 熱 く な る に つ れ て 徐 々 に 減 少 す る 。 タ ー ビ ン 羽 根
と シ ュ ラ ウ ド の 間 の ギ ャ ッ プ す な わ ち 隙 間 は 、 タ ー ビ ン の 安 全 で 効 率 的 な 動 作 の た め に 維
持 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 タ ー ビ ン 羽 根 と シ ュ ラ ウ ド の 間 の 距 離 を 測 定 す る よ う に セ ン サ
を タ ー ビ ン 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の 距 離 は 、 シ ュ ラ ウ ド と タ ー ビ ン 羽 根 の 間 の 所
望 の 変 位 を 維 持 す る よ う に シ ュ ラ ウ ド の 動 き を 導 く た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 あ る 特 定 の 用 途 で は 、 ２ 物 体 間 の 距 離 を 測 定 す る た め に 、 キ ャ パ シ タ ン ス プ ロ ー ブ が 使
用 さ れ る 。 従 来 、 キ ャ パ シ タ ン ス プ ロ ー ブ 先 端 の 寸 法 は 、 ２ 物 体 間 の 単 一 変 位 距 離 に 対 応
す る よ う に 選 ば れ て い る 。 小 さ な プ ロ ー ブ は 、 一 般 に 、 信 号 対 雑 音 比 の た め に 小 さ な 距 離
の 測 定 に 制 限 さ れ る 。 同 様 に 、 大 き な プ ロ ー ブ は 、 一 般 に 、 小 さ な 距 離 の 測 定 で は ２ 物 体
間 の 距 離 の 分 解 能 が 悪 い の で 、 大 き な 距 離 の 測 定 に 制 限 さ れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 従 来 の
キ ャ パ シ タ ン ス プ ロ ー ブ は 、 プ ロ ー ブ 先 端 が そ の た め に 設 計 さ れ た 変 位 距 離 以 外 の 変 位 距
離 で は 不 正 確 で あ る こ と が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ５ １ ６ ６ ６ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 互 い に 変 位 す る ２ 物 体 間 の 隙 間 を 変 位 の 全 範 囲 に わ た っ て 正 確 に 測 定 す る
セ ン サ シ ス テ ム を 実 現 す る 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 簡 単 に 言 う と 、 本 発 明 の 一 態 様 に 従 っ て 、 セ ン サ シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 こ の セ ン サ シ
ス テ ム は 、 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 供 給 す る よ う に 動 作 可 能 な セ ン サ を 備
え る 。 ま た 、 セ ン サ シ ス テ ム は セ ン サ に 結 合 さ れ た 制 御 シ ス テ ム を 備 え 、 こ の 制 御 シ ス テ
ム は 、 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 に 基 づ い て セ ン サ の 物 理 特 性 を 変 え る よ う に
動 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に 従 っ て 、 セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法
は 、 セ ン サ に よ っ て 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 受 け 取 る こ と 、 お よ び 感 知 さ
れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 に 基 づ い て セ ン サ の 物 理 特 性 を 制 御 す る こ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の こ れ ら お よ び 他 の 特 徴 、 態 様 、 お よ び 有 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 次 の 詳
細 な 説 明 を 読 む と き 、 よ り 適 切 に 理 解 さ れ る よ う に な る だ ろ う 。 こ の 図 面 で は 、 図 面 全 体
を 通 し て 、 同 様 な 符 合 は 同 様 な 部 分 を 表 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 セ ン サ シ ス テ ム が 与 え ら れ 、 全 体 的 に 参 照 数 字 １ ０ で 表 さ れ
て い る 。 こ の セ ン サ シ ス テ ム １ ０ は 、 感 知 さ れ た パ ラ メ ー タ を 表 す 出 力 信 号 を 供 給 す る よ
う に 動 作 可 能 な プ ロ ー ブ １ ２ を 備 え る 。 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 第 １ の 導 電 要 素 １ ４ 、 第 ２ の 導

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-98403 A 2006.4.13



電 要 素 １ ６ 、 お よ び 第 ３ の 導 電 要 素 １ ８ を 備 え る 。 し か し 、 も っ と 少 な い 数 ま た は も っ と
多 い 数 の 導 電 要 素 を セ ン サ シ ス テ ム １ ０ で 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の 上 、 セ ン サ シ ス テ
ム １ ０ の 図 示 の 実 施 形 態 は 、 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ を プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０
に 選 択 的 に 結 合 す る た め に 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ 、 第 １ の ス イ ッ チ ２ ２ 、 第 ２ の ス
イ ッ チ ２ ４ 、 お よ び 第 ３ の ス イ ッ チ ２ ６ を 備 え る 。 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 プ
ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ を 互 い に 選 択 的 に 結 合 す る こ
と に よ っ て 、 プ ロ ー ブ １ ２ の 出 力 に 基 づ い て プ ロ ー ブ １ ２ の 構 成 を 最 適 化 す る よ う に 動 作
可 能 で あ る 。 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ は 、 ま た 、 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ に も 結 合 さ
れ て お り 、 こ の 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 、 ま た 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 対
象 と の 間 の 間 隔 を 制 御 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 追 加 の 導 電 要 素 ３ ０ が 、 戻 り 経 路 と し
て 作 用 し か つ プ ロ ー ブ １ ２ を 雑 音 お よ び 干 渉 か ら 遮 蔽 す る よ う に 設 け ら れ る 。 し か し 、 プ
ロ ー ブ １ ２ を 遮 蔽 す る た め に 、 よ り 多 い 数 の 導 電 要 素 を 導 電 要 素 ３ ０ に 結 合 す る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ は 、 ケ ー ブ ル ３ ２ お よ び ３ ４ を 介 し て そ れ
ぞ れ 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ お よ び プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３ ６ の 間 の キ ャ パ シ タ ン ス
を 感 知 す る キ ャ パ シ タ ン ス プ ロ ー ブ で あ る 。 ２ 物 体 間 の キ ャ パ シ タ ン ス は 、 プ ロ ー ブ １ ２
と 物 体 ３ ６ の 間 の 重 な り 表 面 積 （ Ａ ） お よ び 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ の 関 数 で あ る 。 セ ン サ シ ス テ
ム １ ０ で は 、 物 体 ３ ６ の 面 積 は プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 よ り も 大 き い の で 、 重 な り 表 面 積 （ Ａ
） は プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 で あ る 。 ２ 枚 の 平 行 板 間 の キ ャ パ シ タ ン ス は 、 次 式 で 与 え ら れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 Ｃ ＝ ε Ａ ／ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、 Ｃ は キ ャ パ シ タ ン ス 、
　 　 　 　 ε は 平 行 板 間 の 媒 体 の 誘 電 率 、
　 　 　 　 Ａ は 平 行 板 間 の 重 な り 面 積 、 そ し て 、
　 　 　 　 Ｓ は 平 行 板 の 隔 た り で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） を 感 知 す る こ と に よ っ て 、 プ ロ ー ブ １ ２ で 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体
３ ６ の 間 の 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ を 定 め る こ と が で き る よ う に な る 。 上 の 式 （ １ ） を 操 作 す る こ
と で 、 次 式 に よ っ て 、 間 隔 （ Ｓ ） は キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） に 関 係 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 Ｓ ＝ ε Ａ ／ Ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
　 以 下 で よ り 詳 細 に 議 論 す る よ う に 、 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 受 け 取
ら れ る キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） を 表 す 信 号 に 基 づ い て 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３ ６ の 間 の 間 隔
（ Ｓ ） ３ ８ を 制 御 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８
は 、 上 の 式 （ ２ ） お よ び 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ に プ ロ グ ラ ム さ れ た デ ー タ を 使 用 し て 、 プ
ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３ ６ の 間 の 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ を 定 め る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 し か し 、 間
隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ は た だ 単 に キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） を 使 用 し て 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３
６ の 間 の 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ を 制 御 す る こ と が で き る 。 キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） お よ び ／ ま た は
間 隔 （ Ｓ ） は 、 キ ャ パ シ タ ン ス お よ び ／ ま た は 間 隔 （ Ｓ ） の 所 望 の 値 と 比 較 さ れ る 。 こ の
実 施 形 態 で は 、 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ は 、 所 望 の キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） ま た は 間 隔 （ Ｓ ）
を 維 持 す る よ う に 物 体 ３ ６ の 変 位 を 導 く よ う に 動 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 実 際 の 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ ま た は キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） に 対
応 す る よ う に プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 （ Ａ ） を 最 適 化 す る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 プ ロ ー ブ 制
御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ が 減 少 す る に つ れ て プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 （ Ａ ） を 減 少
さ せ 、 そ し て 間 隔 （ Ｓ ） ３ ８ が 増 加 す る に つ れ て プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 （ Ａ ） を 増 大 さ せ る
。 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ お よ び ２ ６ を 選 択 的 に 閉 じ 、 そ れ に
よ っ て 、 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ に 結 合 さ れ る 特 定 の 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １ ８ を 制 御
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し て 、 プ ロ ー ブ １ ２ の 面 積 （ Ａ ） を 制 御 す る 。 例 え ば 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３ ６ の 間 の 間
隔 （ Ｓ ） ３ ８ が 小 さ い 場 合 に は 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ス イ ッ チ ２ ６ を 閉 じ か つ
ス イ ッ チ ２ ２ お よ び ２ ４ を 開 い て 、 戻 り 経 路 ３ ０ 以 外 に 、 た だ １ つ の 導 電 要 素 １ ８ を 間 隔
制 御 シ ス テ ム ２ ８ に 結 合 す る こ と が で き る 。 代 わ り に 、 プ ロ ー ブ １ ２ と 物 体 ３ ６ の 間 の 間
隔 （ Ｓ ） ３ ８ が 増 す と き に 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ス イ ッ チ ２ ２ お よ び ２ ４ を 閉
じ て 、 導 電 要 素 １ ４ お よ び １ ６ を 間 隔 制 御 シ ス テ ム ２ ８ に 動 作 可 能 に 結 合 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ お よ び ２ ６ の
制 御 を 容 易 に す る た め に イ ン タ フ ェ ー ス ４ ０ を 備 え る 。 さ ら に 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２
０ は 、 ま た 、 プ ロ ー ブ １ ２ か ら の キ ャ パ シ タ ン ス 信 号 を 処 理 し 、 か つ イ ン タ フ ェ ー ス に ス
イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ 、 お よ び ２ ６ を 選 択 的 に 開 い た り 閉 じ た り す る よ う に 命 令 す る プ ロ セ ッ
サ ４ ２ を 備 え る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ま た 、 導 電 要 素 １ ４
、 １ ６ お よ び １ ８ の 選 択 的 結 合 を 制 御 す る 予 め 定 義 さ れ た プ ロ グ ラ ム 、 内 部 参 照 、 お よ び
他 の 情 報 を 格 納 す る た め の メ モ リ 回 路 ４ ４ も 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 先 に 説 明 し た よ う に 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ お よ び ２ ６ は 、 導 電 要 素 １ ４ 、 １ ６ お よ び １
８ を プ ロ ー ブ １ ２ に 結 合 す る た め に 使 用 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ お
よ び ２ ６ は 、 固 体 ス イ ッ チ を 備 え る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ４ お よ び ２ ６
は 、 機 械 的 な リ レ ー を 備 え る こ と が で き る 。 さ ら に 他 の 実 施 形 態 で は 、 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２
４ お よ び ２ ６ は 、 無 線 周 波 超 小 型 電 気 機 械 シ ス テ ム ス イ ッ チ を 備 え る こ と が で き る 。 留 意
す べ き こ と で あ る が 、 ス イ ッ チ ２ ４ お よ び ２ ６ を 介 し て 追 加 の 導 電 要 素 １ ６ お よ び １ ８ を
結 合 す る こ と で 、 プ ロ ー ブ １ ２ の 測 定 範 囲 は 増 大 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 互 い に 結 合 さ
れ て 使 用 さ れ る こ と の な い 導 電 要 素 は 、 追 加 の 遮 蔽 を 行 う よ う に 導 電 要 素 ３ ０ に 結 合 す る
こ と が で き る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 使 わ れ て い な い 導 電 要 素 は 、 測 定 で の 干 渉 を 減 ら す た
め に 予 め 決 め ら れ た 電 位 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 全 体 的 に 図 ２ お よ び ３ を 参 照 す る と 、 図 １ の セ ン サ シ ス テ ム で 実 現 す る こ と が で き る 導
電 要 素 の 様 々 な 型 お よ び 構 成 が 与 え ら れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 導 電 要 素 が 導 電 シ ャ
フ ト で あ る 第 １ の プ ロ ー ブ ５ ０ が 実 現 さ れ る 。 導 電 シ ャ フ ト は 、 中 心 導 体 ５ ２ 、 第 １ の グ
ル ー プ の 導 電 要 素 ５ ４ 、 お よ び 所 定 の パ タ ー ン に 配 列 さ れ た 第 ２ の グ ル ー プ の 導 電 要 素 ５
６ を 備 え る 。 中 心 導 電 要 素 ５ ２ は 、 プ ロ ー ブ １ ２ に よ る 全 測 定 範 囲 で プ ロ ー ブ １ ２ に 結 合
す る こ と が で き る 。 第 １ の グ ル ー プ の 導 電 要 素 ５ ４ は 、 面 積 （ Ａ ） を 増 大 す る た め に 中 心
導 体 ５ ２ に 結 合 す る こ と が で き る 。 追 加 の 面 積 が 必 要 で あ る 場 合 に は 、 第 ２ の グ ル ー プ の
導 電 要 素 ５ ６ を 中 心 導 体 ５ ２ お よ び 第 １ の グ ル ー プ の 導 電 要 素 ５ ４ に 結 合 す る こ と が で き
る 。 し か し 、 他 の 構 成 を 使 用 す る こ と が で き る 。 外 側 導 電 要 素 ５ ８ は 、 導 電 要 素 ５ ２ 、 ５
４ 、 お よ び ５ ６ の ま わ り に 配 置 さ れ て 、 戻 り 経 路 と し て 作 用 し 、 か つ 導 電 要 素 ５ ２ 、 ５ ４
、 お よ び ５ ６ を 電 気 的 な 雑 音 お よ び 干 渉 か ら 遮 蔽 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 使 用 さ れ な い
導 電 要 素 は ど れ も 外 側 導 電 要 素 ５ ８ に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 プ ロ ー ブ ６ ０ の 他 の 例 示 の 実 施 形 態 を 示 す 。 プ ロ ー ブ ６ ０ は 、 中 心 導 体 要 素 ６
２ 、 お よ び 中 心 導 電 要 素 ６ ２ を 環 状 パ タ ー ン で 取 り 囲 む 円 筒 形 導 電 要 素 ６ ４ お よ び ６ ８ を
備 え る 。 外 側 導 電 要 素 ６ ８ は 、 導 電 要 素 ６ ２ 、 ６ ４ お よ び ６ ６ の ま わ り に 配 置 さ れ て 、 キ
ャ パ シ タ ン ス お よ び ／ ま た は 間 隔 の 測 定 に 及 ぼ す ど の よ う な 電 気 的 な 雑 音 お よ び 干 渉 の 影
響 も 減 少 さ せ る 。 再 び 、 プ ロ ー ブ ６ ０ は 、 所 望 の 測 定 範 囲 に 基 づ い て よ り 少 な い 数 ま た は
よ り 多 い 数 の 導 電 要 素 を 有 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 導 電 要 素 ６ ４ お よ び ６ ８ は 、 プ ロ
ー ブ ６ ０ の 分 解 能 を 高 め る た め に 中 心 導 電 要 素 ６ ２ に 選 択 的 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 全 体 的 に 図 ４ を 参 照 す る と 、 図 １ の セ ン サ シ ス テ ム １ ０ を 動 作 さ せ る 例 示 の 方 法 ７ ０ が
図 示 さ れ て い る 。 最 初 に 、 ブ ロ ッ ク ７ ２ で 表 す よ う に 、 外 部 物 体 の セ ン サ か ら の 隔 た り を
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測 定 す る た め に 、 セ ン サ の セ ン サ 要 素 の 初 期 構 成 が 選 択 さ れ る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク ７ ４ で 、
セ ン サ か ら の 測 定 デ ー タ を 使 用 し て 、 セ ン サ と 外 部 物 体 の 間 の キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） を 定
め る 。 ブ ロ ッ ク ７ ６ で 表 す よ う に 、 セ ン サ と 外 部 物 体 の 間 の 間 隔 （ Ｓ ） が セ ン サ で 感 知 さ
れ た キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） に 基 づ い て 定 め ら れ る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク ７ ８ で 表 す よ う に 、 測
定 さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） ま た は 間 隔 （ Ｓ ） が 、 キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） お よ び 間 隔 （
Ｓ ） の 値 の 所 望 の 範 囲 と 比 較 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 測 定 さ れ た キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） ま た は 間 隔 （ Ｓ ） が キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） お よ び ／ ま
た は 間 隔 （ Ｓ ） の 所 望 の 範 囲 の 外 に あ る 場 合 、 ブ ロ ッ ク ８ ０ で 表 す よ う に 、 セ ン サ の 構 成
が 変 更 さ れ る 。 セ ン サ の 構 成 は 、 よ り 多 く の 導 電 要 素 を セ ン サ の 初 期 構 成 に 結 合 す る こ と
で 変 更 す る こ と が で き る 。 も し く は 、 セ ン サ の 構 成 は 、 セ ン サ の 初 期 構 成 か ら 導 電 要 素 を
取 り 除 い て 変 え る こ と が で き る 。 最 後 に 、 ブ ロ ッ ク ８ ２ で 表 す よ う に 、 変 更 さ れ た 構 成 を
使 用 し て シ ス テ ム を 動 作 さ せ て 、 所 望 の 間 隔 を 定 め る 。 当 業 者 は 理 解 す る よ う に 、 本 方 法
の ス テ ッ プ ７ ４ ～ ８ ２ は 、 異 な る 時 点 に セ ン サ と 外 部 物 体 の 間 の 所 望 の 間 隔 を 実 現 す る よ
う に 繰 り 返 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 図 １ の セ ン サ シ ス テ ム １ ０ を 動 作 さ せ る 他 の 例 示 の 方 法 ８ ４ を 示 す 。 図 示 さ れ
た 方 法 で は 、 ブ ロ ッ ク ８ ６ で 表 す よ う に 、 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ
） は 、 複 数 の セ ン サ 要 素 構 成 の 各 々 に つ い て 定 め ら れ る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク ８ ８ で 表 す よ う
に 、 複 数 の セ ン サ 要 素 構 成 で 測 定 さ れ た よ う な 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ン ス
（ Ｃ ） は 、 最 適 な 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） の 設 定 を 特 定 す る た め
に 解 析 さ れ る 。 測 定 さ れ た 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ン ス （ Ｃ ） の 解 析 は 、 実
時 間 で 行 う こ と が で き る 。 も し く は 、 測 定 さ れ た 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ シ タ ン
ス （ Ｃ ） の 解 析 は 、 オ フ ラ イ ン で 行 う こ と が で き る 。 後 で 、 ブ ロ ッ ク ９ ０ に 表 す よ う に 、
所 望 の 隙 間 ま た は 間 隔 （ Ｓ ） が 、 最 適 設 定 で 測 定 さ れ た 間 隔 （ Ｓ ） お よ び ／ ま た は キ ャ パ
シ タ ン ス （ Ｃ ） に 基 づ い て 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 で 説 明 し た 測 定 技 術 は 、 静 止 物 体 と 近 接 し た 移 動 部 分 の 間 の 隙 間 の 正 確 な 測 定 を 実
現 す る 。 以 上 で 説 明 し た 方 法 の 様 々 な 態 様 は 、 広 い 距 離 範 囲 に わ た っ た 隙 間 測 定 が 要 求 さ
れ る 用 途 で 有 用 で あ る 。 例 え ば 、 上 で 説 明 し た 技 術 は 、 航 空 機 エ ン ジ ン の 回 転 部 品 と 静 止
部 品 の 間 の 隙 間 を 測 定 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 上 で 言 及 し た よ う に 、 こ こ で 説
明 し た 方 法 は 、 物 体 間 の 距 離 を 測 定 す る セ ン サ の 面 積 を 調 整 す る よ う に セ ン サ の 導 電 要 素
を 選 択 的 に 結 合 す る こ と に よ っ て 、 距 離 の 広 い 範 囲 に わ た っ た 測 定 に 有 利 で あ る こ と が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 特 定 の 特 徴 だ け を 本 明 細 書 で 図 示 し 説 明 し た が 、 多 く の 修 正 お よ び 変 更 が 当 業
者 の 心 に 浮 か ぶ で あ ろ う 。 し た が っ て 、 理 解 す べ き こ と で あ る が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲
は 、 本 発 明 の 真 の 精 神 に 含 ま れ る よ う な 全 て の 修 正 お よ び 変 更 を 範 囲 に 含 む 意 図 で あ る 。
な お 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 符 号 は 、 理 解 容 易 の た め で あ っ て な ん ら 発 明 の 技 術 的
範 囲 を 実 施 例 に 限 縮 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 技 術 の 例 示 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 回 転 機 械 の 隙 間 測 定 用 の セ ン サ シ ス テ ム を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 技 術 の 例 示 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 セ ン サ 要 素 の パ タ ー ン 化 配 列 を 有 す る セ ン サ
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 技 術 の 例 示 の 実 施 形 態 に 従 っ た 、 セ ン サ 要 素 の 環 状 配 列 を 有 す る セ ン サ を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 技 術 の 例 示 の 実 施 形 態 に 従 っ た 図 １ の セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 を 示 す
流 れ 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 技 術 の 例 示 の 実 施 形 態 に 従 っ た 図 １ の セ ン サ シ ス テ ム を 動 作 さ せ る 方 法 を 示 す
流 れ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ０ 　 セ ン サ シ ス テ ム
　 １ ２ 　 セ ン サ （ プ ロ ー ブ ）
　 １ ４ 、 １ ６ 、 １ ８ 　 導 電 要 素
　 ３ ０ 　 導 電 要 素 （ 戻 り 経 路 ）
　 ２ ０ 　 プ ロ ー ブ 制 御 シ ス テ ム
　 ２ ２ 、 ２ ４ 、 ２ ６ 　 ス イ ッ チ 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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